· ポストコローニアリズム （Postcolonialism）

時代としては、ポストコロニアリズムは、二〇世紀後半においていわゆる「第三世界」諸国が西洋による帝国主義支配から独立を遂げた段階を指す。一方で、ポストコロニアル批評は、植民地支配の時代から現代にいたるまでの植民地主義や帝国主義にかかわる多様な文化をめぐる活動を指す。批評として明確な特徴を持つことはなく、文学的キャノンの修正主義的批評、カリブ海域研究やアフリカ研究などの「第三世界」文化研究、英連邦文学研究、チカーノなどマイノリティ・グループの研究など多岐にわたる分野の集合体にすぎない。だが、一般的な批評の傾向として次の二つが挙げられる。第一には、現代の「第一世界」のネオコロニアリズムが「第三世界」の経済的な収奪や文化的な支配によって、「第三世界」の位置を固定化しようとしていることに対する異議申し立てである。第二には、ヨーロッパ文化の歴史を振り返って、文化的テクスト内部に刻印された植民地主義言説や人種的他者の表象に注目し、帝国主義への抵抗のための言説として読み直すことである。とくに第二の試みを端的に象徴しているのは、シェイクスピアの『テンペスト』（1611）をキャリバンのプロスペローに対する抵抗の物語として捉え直す読み方である。植民地主義言説の分析の起源は、F・ファノンの『黒い皮膚・白い仮面』（1952）にまで遡れるが、現在のポストコロニアリズム批評の基盤を提供したのは、E・サイードの『オリエンタリズム』（1978）である。この著作は、西洋の知の言説による「オリエント」という虚構の構成を批判的に分析した。近年では、交雑という概念によって植民者と被植民者の二項対立的図式を脱構築しようとする試みや、人種ばかりでなくジェンダーやセクシュアリティといった関係を通じて幾重にも収奪されている状況の批判的分析が行なわれるようになり、批評の領域はますます拡大している。
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（高橋渡：James Joyce: ポストコロニアル小説としての『ユリシーズ』）

